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　実際に、1925年11月15日付けのBoston Daily Globeの記事、“Cheers of Spectators




































出してくると、たちまち、「聴こえる範囲内にいる全員」（every one within hearing）が

































































この後、Carlが両脇から売春婦たちに「『腕』を取られ」（took … by arm）歩き去ってい
































































































































　Percy Marksは、 彼 の 著 書 Plastic Ageの 翌 年 に 出 版 し た 大 学 論Which Way
Parnassus?（1926）のエピグラフで、Robert Browning の“Rabbi Ben Ezra”の一節を
付している。「可塑的な」、つまりどのような形にも変わりうる状態（plastic
circumstance）にある人間の魂が造物主によって形を与えられる、というイメージが表さ































していると考えられる。歩行の視点から The Plastic Ageにアプローチした拙論「空想の扉の前で
立ち止まる」（63-64）も参照。
筆者は注 4に前掲の拙論で、歩行の観点から Hugh と Norry の関係について論じた。そこでは、
自らの空想的世界に Hughを取り込もうとする Norryに対し、Hughが違和感を抱いていることを
明らかにした（64-65）。本稿では、音響に注目して、同じ場面をより詳細に分析している。
筆者は注 4に前掲の拙論でも、Hugh と Winsor による歩行の場面を取り上げている。そこでは、
‘marpessa’の朗読に体現される美しい詩の世界に対し、一定の距離を保つ二人のスタンスを明ら
かにした（65）。本稿では、音響の観点から、より詳細な分析を試みている。
イギリス詩人 Stephen Phillips によって 1890 年に発表された詩、“Marpessa”を指す。The
Plastic Age出版の 2年前の 1922 年にアメリカで出版された The Gallienne Book of English Verse
のなかにも、この詩の一部が収録されている（504-5）。
詩の解釈については Corson 132-33 を参照。
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